
2026 年 6 月 18 日発行 

6 月 5 日、１８時より近鉄五位堂駅において「連合

奈良の日」街頭宣伝を行いました。 

連合は 2004年より 6月を「男女平等月間」と定め、

男女平等参画社会実現にむけて集中的に取り組ん

でいます。性別・年齢・国籍・障がいの有無・就労形

態などにかかわらず、誰もが多様性を認め合い、互

いに支え合うことのできる職場・社会の実現にむけ、

ともに取り組んでいこうとアピールしました。 

男女雇用機会均等法が成立して 40 年余りが経過

しました。この間、育児介護休業法や女性活躍推進

法など法整備もされてきています。連合は誰もが働き

やすく、また働き続けられる職場づくりをめざします。 

あわせて、6/9 と 6/10の全国 

一斉集中労働相談ホットラインの 

周知を行いました。 

 

職場における「カスタマーハラスメン
ト」とは、職場において行われる①顧客
等の言動であって、②その雇用する労働
者が従事する業務の性質その他の事情
に照らして社会通念上許容される範囲
を超えたものにより、③労働者の就業環
境が害されるものであり、①～③の要素

を全て満たすものをいいます。 

2026年 10月１日からハラスメント対策が強化されます！ 
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発行責任者 笠谷 卓見 

連合奈良中和地域協議会

〒635-0015 大和高田市幸町 2-33 奈良県中和労働会館 4F 

「連合奈良の日」 ６月  今月のテーマ 

「ジェンダー平等・多様性」 

ハラスメントのない社会へ 

改正労働施策総合推進法・指針の改正により、カスタマーハラスメントの防止のために、
事業主が講じなければならない措置が定められます。また、改正男女雇用機会均等法・指針
により求職者等に対するセクシュアルハラスメント対策も義務化されます。 
 どちらも事業主は防止対策方針を明確にするとともに、相談体制の整備、事後の迅速かつ
適切な対応等を行わなければなりません。 
 10月の改正に向け、労働組合として事業主に対し確認をしていく必要があります。 


